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は
じ
め
に

　

大
学
に
お
け
る
学
生
自
治
会
は
、
政
府
・
占
領
軍
の
民
主
化
政
策
や
学
生
た
ち
の
学
園
民
主
化
運
動
の
影
響
を
受
け
、
敗
戦
か
ら
数
年

の
間
に
多
く
の
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
。
敗
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
九
月
二
六
日
、
文
部
省
は
「
校
友
会
新
発
足
ニ
関
ス

ル
件
」（
発
専
第
一
三
〇
号
）
に
よ
り
、
戦
時
中
に
組
織
さ
れ
た
学
校
報
国
団１
を
解
体
し
、
戦
前
期
に
教
職
員
・
学
生
・
卒
業
生
の
親
睦
組

織
と
し
て
存
在
し
た
学
友
会
組
織
に
近
い
校
友
会
へ
再
編
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
同
じ
頃
、
多
く
の
旧
制
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
は
、

学
生
生
徒
た
ち
が
「
学
園
民
主
化
運
動
」
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
受
け
て
、
各
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
学
校
報
国
団

を
解
体
し
、
学
友
会
組
織
を
復
活
、
ま
た
は
学
生
自
治
組
織
を
結
成
さ
せ
る
動
き
が
始
ま
っ
た
。
同
年
一
〇
月
に
は
東
京
工
業
大
学
で
学

友
会
結
成
の
た
め
の
準
備
会
が
結
成
さ
れ
た
ほ
か
、
東
京
大
学
に
お
い
て
も
戦
時
中
の
学
校
報
国
団
で
あ
る
全
学
会
の
改
組
が
始
ま
っ

草
創
期
の
早
稲
田
大
学
学
生
自
治
会
の
一
側
面

│
│ 

教
員
と
の
か
か
わ
り
に
着
目
し
て 

│
│

田　

中　

智　

子
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た
。
一
一
月
に
は
東
京
女
子
大
学
・
立
命
館
大
学
で
学
友
会
が
結
成
さ
れ
、
一
二
月
に
は
京
都
大
学
で
学
校
報
国
団
で
あ
る
同
学
会
の
改

組
が
始
ま
っ
た２
。

　

敗
戦
直
後
の
段
階
に
お
い
て
は
多
く
の
場
合
、
学
校
報
国
団
を
旧
来
の
学
友
会
組
織
へ
再
編
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状

況
下
に
お
い
て
、
最
も
早
く
学
生
自
治
会
組
織
を
作
り
上
げ
た
大
学
の
一
つ
が
早
稲
田
大
学
で
あ
っ
た３
。
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
も
戦
前

期
に
各
部
科
校
ご
と
の
学
友
会
が
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
敗
戦
後
そ
れ
ら
を
復
興
・
発
展
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
新
た
に
全
学
学
生
自
治

会
を
結
成
す
る
動
き
が
学
生
た
ち
の
間
で
始
ま
っ
た
。
一
九
四
六
年
一
月
二
六
日
に
は
戦
後
第
一
回
の
学
生
大
会
が
開
催
さ
れ
、
学
生
自

治
委
員
会
の
結
成
、
私
学
復
興
、
戦
災
校
舎
の
復
旧
を
決
議
し
て
い
る４
。
ま
た
、
同
年
五
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
学
生
大
会
で
は
、「
学

生
自
治
委
員
会
規
程
」・「
教
授
学
生
協
議
会
規
程
」
を
制
定
し
、
こ
れ
を
校
則
中
に
入
れ
る
こ
と
を
決
議
し
て
い
る５
。
以
上
の
よ
う
な
決

議
は
概
ね
大
学
当
局
に
も
承
認
さ
れ
、
同
年
一
二
月
に
組
織
さ
れ
た
教
授
会
代
表
・
学
生
代
表
か
ら
な
る
学
生
自
治
会
規
程
起
草
委
員
会

に
よ
る
審
議
を
経
て
、
翌
四
七
年
四
月
に
は
「
早
稲
田
大
学
学
生
自
治
会
規
程
」
が
、
同
年
六
月
に
は
「
早
稲
田
大
学
教
職
員
学
生
協
議

会
規
程
」
が
そ
れ
ぞ
れ
施
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
程
に
よ
っ
て
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
新
制
大
学
発
足
ま

で
の
ご
く
わ
ず
か
な
期
間
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
学
生
代
表
か
ら
な
る
自
治
議
会
の
決
議
が
、
教
職
員
学
生
協
議
会
の
議
を
経
て
部
科
長

会
議６
お
よ
び
理
事
会
に
上
程
さ
れ
、
大
学
運
営
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

早
稲
田
大
学
の
戦
後
の
学
生
自
治
会
結
成
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
高
橋
正
明
「
戦
後
民
主
主
義
と
早
大
学
生
運
動
史
（
上
）」

（『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
一
四
巻
、
一
九
八
一
年
七
月
）、
お
よ
び
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
第
八
編
第
八
章
「
学
生
自
治
会
の
結
成
」

（
一
九
九
二
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
学
生
自
治
会
結
成
に
至
る
ま
で
の
流
れ
や
、
自
治
議
会
・
教
職
員
学
生
協
議
会
の
概
要
、
お

よ
び
結
成
当
初
の
学
生
運
動
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
論
考
が
依
拠
し
て
い
る
の
は
主
に
『
早
稲
田
大
学
新

聞
』
で
あ
る
た
め
、
学
生
た
ち
の
動
向
や
自
治
議
会
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
を
受
け
て
教
員
た
ち
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が
ど
の
よ
う
な
議
論
を
行
い
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
時
期
の
他
大
学
の
学

生
運
動
史
研
究
を
見
て
も
、
主
に
学
生
新
聞
・
ビ
ラ
な
ど
学
生
側
の
資
料
を
用
い
て
お
り
、
教
職
員
側
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
多
く
の
場
合
資
料
の
制
約
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
は
、
当
時
の
学
生
生
活

課
長
で
あ
っ
た
滝
口
宏
が
記
録
し
て
い
た
「
会
議
録
」、
お
よ
び
「
部
科
長
会
議
事
録
」
等
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
教

職
員
学
生
協
議
会
・
部
科
長
会
議
に
お
け
る
詳
細
な
議
事
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
丹
念
に
追
う
こ
と
で
、
前
掲
先
行

研
究
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
教
員
側
の
動
向
を
叙
述
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

大
学
に
お
け
る
学
生
自
治
活
動
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
学
生
側
の
み
な
ら
ず
大
学
側
・
教
員
側
の
視
点
・
動
向
に
も
焦

点
を
当
て
、
双
方
を
対
比
さ
せ
相
対
的
に
見
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
一
九
四
八
│
四
九

年
に
お
け
る
自
治
議
会
│
教
職
員
学
生
協
議
会
│
部
科
長
会
議
に
お
け
る
議
論
お
よ
び
決
議
に
焦
点
を
当
て
、
当
時
の
教
員
が
学
生
の
要

求
に
対
し
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た
か
、
学
生
自
治
を
ど
の
よ
う
な
視
点
・
立
場
で
見
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
ま
た
、
そ

れ
ら
の
議
論
を
通
し
て
、「
学
生
自
治
会
規
程
」
を
新
制
大
学
学
生
に
適
用
し
な
い
と
決
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
原
因
を
探
っ
て
い
く
。
先

行
研
究
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
教
員
か
ら
み
た
学
生
自
治
」
と
い
う
側
面
を
浮
き
彫
り
に
し
、
そ
れ
が
学
生
自
治
活

動
に
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

尚
、
本
文
お
よ
び
引
用
文
中
に
登
場
す
る
教
職
員
学
生
協
議
会
・
部
科
長
会
の
委
員
名
に
つ
い
て
、
教
職
員
は
実
名
を
記
し
、
所
属
・

役
職
名
は
文
末
の
委
員
一
覧
に
記
載
す
る
。
学
生
は
自
治
会
中
央
執
行
委
員
長
を
除
い
て
匿
名
と
す
る
。
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一
、
発
足
当
時
の
自
治
会
規
程
・
機
構
、
お
よ
び
そ
の
活
動
（
一
九
四
七
年
度
）

　

自
治
議
会
・
教
職
員
学
生
協
議
会
・
部
科
長
会
議
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
述
べ
る
に
先
立
ち
、
発
足
当
時
の
「
学
生
自
治
会
規
程
」・

「
教
職
員
学
生
協
議
会
規
程
」
と
そ
れ
に
基
づ
く
自
治
機
構
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
初
期
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
る
。
各
規
程
の
条
文
に
つ

い
て
は
前
掲
先
行
研
究
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め７
、
こ
こ
で
は
概
要
を
述
べ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

　

ま
ず
「
学
生
自
治
会
規
程
」
を
見
て
い
く
。
第
三
条
に
お
い
て
学
生
自
治
会
は
学
生
全
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
そ

の
中
か
ら
①
自
治
委
員
│
自
治
委
員
会
、
②
中
央
委
員
│
中
央
委
員
会
、
③
中
央
執
行
委
員
│
中
央
執
行
委
員
会
、
③
代
議
員
│
自
治
議

会
を
選
出
・
組
織
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
第
四
条
）。
委
員
に
つ
い
て
は
、
各
学
級
の
学
生
二
五
人
に
一
人
の
割
合
で
自
治
委
員
が
選
出
さ

れ
（
第
十
四
条
）、
自
治
委
員
の
中
か
ら
一
〇
人
に
一
人
の
割
合
で
中
央
委
員
が
互
選
さ
れ
（
第
三
十
一
条
）、
中
央
委
員
の
中
か
ら
各
部
科

校
二
名
ず
つ
の
割
合
で
中
央
執
行
委
員
が
互
選
さ
れ
る
（
第
三
十
八
条
）
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
中
央
執
行
委
員
の
中
か
ら
選
ば
れ

る
中
央
執
行
委
員
長
・
同
副
委
員
長
が
、
学
生
自
治
委
員
長
・
副
委
員
長
と
呼
ば
れ
た
。
そ
し
て
代
議
員
は
自
治
委
員
と
同
じ
く
学
生
二

五
人
に
一
人
の
割
合
で
選
出
さ
れ
（
第
五
十
二
条
）、
自
治
委
員
と
と
も
に
自
治
議
会
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
第
四
十
七
条
）。

　

自
治
議
会
の
役
割
は
、「
本
会
の
最
高
議
決
機
関
と
し
て
全
学
生
の
自
治
に
関
す
る
共
通
事
項
を
議
決
し
、
全
学
生
の
総
意
を
宣
明
す

る
」
こ
と
で
あ
っ
た
（
第
四
十
五
条
）。
自
治
議
会
の
通
常
議
会
は
毎
年
度
前
後
期
一
回
ず
つ
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
（
第
四
十

九
条
）、
そ
の
閉
会
中
は
中
央
委
員
会
が
「
全
学
生
の
自
治
に
関
す
る
共
通
事
項
を
議
決
す
る
」
こ
と
と
な
っ
た
（
第
三
十
二
条
）。
自
治
議

会
の
決
議
事
項
は
教
職
員
学
生
協
議
会
に
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
必
要
あ
る
と
き
は
「
理
事
会
に
申
達
し
て
回
答
を
求
め
る
」

こ
と
も
で
き
た
（
第
五
十
一
条
）。
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こ
の
「
学
生
自
治
会
規
程
」
制
定
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
教
職
員
学
生
協
議
会
初
代
議
長
で
あ
る
中
谷
博
は
後
年
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

あ
れ
が
で
き
た
と
き
の
い
き
さ
つ
は
、
終
戦
直
後
、
蜷
川
（
早
大
全
学
自
治
会
初
代
委
員
長
）
と
か
白
土
と
か
い
う
連
中
が
あ
あ
い
う
も
の
を
学
校

側
に
要
求
し
た
こ
と
は
事
実
だ
。
そ
の
結
果
理
事
会
は
こ
れ
を
了
承
し
て
成
文
化
す
る
こ
と
の
オ
ー
ケ
ー
を
理
事
会
の
責
任
に
お
い
て
出
し
た
ん

だ
。
と
こ
ろ
が
そ
の
最
初
の
学
部
長
会
議
で
学
部
長
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
理
事
会
に
対
し
て
抗
議
を
申
し
込
ん
だ
。（
中
略
）
お
れ
は
た
ま
り
か
ね

て
│
教
務
主
任
は
発
言
権
は
な
い
ん
だ
が
、
た
ま
り
か
ね
て
発
言
し
た
ん
だ
。
こ
の
理
事
会
は
終
戦
以
来
ろ
く
な
こ
と
を
一
つ
も
や
っ
て
お
ら
ん
。

失
敗
の
歴
史
を
つ
づ
け
て
き
た
。
た
っ
た
一
つ
い
い
こ
と
を
や
っ
た
と
い
う
こ
と
は
今
度
の
自
治
会
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
だ
。（
中
略
）
こ
れ
が

無
言
の
圧
力
を
加
え
て
、
ほ
と
ん
ど
否
定
に
傾
き
か
け
て
い
た
や
つ
が
、
そ
れ
が
も
う
一
度
議
を
練
る
か
な
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
。
そ
こ

で
教
師
の
方
と
学
生
の
方
か
ら
委
員
を
出
し
て
こ
の
設
立
何
と
い
う
か
、
規
約
を
こ
し
ら
え
る
委
員
会
、
準
備
委
員
会
と
い
う
も
の
が
で
き
た
ん
で

す８
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
学
生
自
治
会
規
程
」
は
学
生
側
の
要
求
に
応
え
る
か
た
ち
で
教
職
員
・
学
生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
準
備
委
員
を
出
し
て

制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
前
掲
引
用
文
中
に
も
出
て
く
る
初
代
自
治
委
員
長
・
蜷
川
譲
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

早
大
で
は
、
こ
れ
ら
の
学
生
自
治
の
実
質
的
な
力
は
大
学
当
局
を
も
動
か
し
学
生
自
治
会
規
程
を
正
式
に
校
規
校
則
と
同
等
の
意
義
と
権
威
を
も
っ

て
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
学
生
自
治
の
大
憲
章
の
獲
得
は
、
大
正
末
期
の
学
生
運
動
以
来
三
十
年
余
の
歴
史
的
な
闘
い
の
成
果
で
あ
り
、
他
の
大
学
の
学
生
自
治
会
憲
章

の
バ
イ
ブ
ル
と
さ
え
な
っ
た９
。

　

こ
の
「
学
生
自
治
会
規
程
」
の
制
定
が
他
大
学
の
学
生
自
治
会
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
他
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の
校
規
・
校
則
と
同
等
の
効
力
を
有
し
て
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
の
改
正
等
に
つ
い
て
は
部
科
長
会
の
議
を
経
て
理
事
会
で
承
認

を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
（
第
六
十
一
条
）。

　

次
に
「
教
職
員
学
生
協
議
会
規
程
」
で
あ
る
が
、
第
一
条
に
お
い
て
会
の
目
的
を
「
教
職
員
と
学
生
と
の
意
思
の
疎
通
を
は
か
り
、
学

生
自
治
会
の
運
営
に
協
力
し
、
本
大
学
の
教
旨
に
し
た
が
っ
て
学
生
生
活
の
充
実
向
上
に
資
す
る
こ
と
」
と
規
定
し
た
。
教
職
員
委
員
は

各
学
部
・
附
属
学
校
教
授
会
が
推
薦
し
た
者
と
学
生
（
生
活
）
課
長
を
合
わ
せ
て
一
六
名
以
内
と
し
、学
生
委
員
も
同
じ
く
一
六
名
以
内
で
、

中
央
執
行
委
員
の
中
か
ら
互
選
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
第
三
条
）。
ま
た
、
委
員
の
他
に
も
理
事
そ
の
他
職
員
が
会
に
出
席
し
て
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
（
第
五
条
）。
議
長
（
教
職
員
）
は
会
に
お
け
る
「
協
議
の
結
果
を
そ
の
都
度
大
学
に
報
告
す
る
」

こ
と
と
な
っ
て
お
り
（
第
十
条
）、
実
際
に
は
部
科
長
会
を
経
て
理
事
会
に
報
告
さ
れ
て
い
た
。

　

同
協
議
会
の
性
格
に
つ
い
て
、
第
二
代
議
長
を
務
め
た
平
田
富
太
郎
は
「
一
面
、
大
学
の
理
事
会
に
対
し
て
は
そ
の
諮
問
機
関
と
し
て

の
性
格
を
も
ち
、
他
面
、
学
生
自
治
会
に
対
し
て
は
そ
の
顧
問
機
関
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
」
と
述
べ
て

い
るＡ
。
こ
う
し
て
、
自
治
議
会
か
ら
教
職
員
学
生
協
議
会
を
経
て
、
部
科
長
会
・
理
事
会
へ
と
学
生
の
総
意
が
伝
達
さ
れ
る
仕
組
み
が
出

来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
は
一
九
四
七
年
六
月
ま
で
に
学
生
自
治
会
に
関
す
る
規
程
類
が
整
備
さ
れ
、
五
月

に
は
初
の
自
治
委
員
・
代
議
員
の
選
挙
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
選
出
さ
れ
た
自
治
委
員
・
代
議
員
の
総
数
は
一
六
〇
〇
名
に
も
の
ぼ
っ
た

と
い
うＢ
。
そ
の
新
自
治
委
員
・
代
議
員
を
擁
し
て
、
六
月
二
三
日
か
ら
三
日
間
の
予
定
で
第
一
回
の
自
治
議
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
停
電

や
議
場
の
混
乱
等
に
よ
っ
て
進
行
が
遅
れ
、
会
期
は
四
日
間
と
な
っ
たＣ
。
こ
の
自
治
議
会
で
は
、
⑴
人
事
委
員
会
の
廃
止
と
教
授
会
の
任

免
権
の
確
立
、
⑵
優
秀
教
授
の
積
極
的
招
聘
（
大
山
郁
夫
等
）、
⑶
選
択
科
目
制
の
採
用
と
授
業
内
容
の
拡
充
等
、
一
七
項
目
が
決
議
さ
れ

たＤ
。
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し
か
し
、
そ
の
決
議
事
項
が
上
程
さ
れ
る
は
ず
の
教
職
員
学
生
協
議
会
は
同
月
二
一
日
に
教
職
員
委
員
が
嘱
任
さ
れ
た
ば
か
り
でＥ
、
未

だ
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
決
議
文
は
一
旦
理
事
会
へ
提
出
さ
れ
、
総
長
か
ら
同
協
議
会
に
諮
問
す
る
形
式
が
と
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
初
の
教
職
員
学
生
協
議
会
は
七
月
七
日
、
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
最
後
に
議
長
か
ら
総
長
に
報
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
自
治
会
側
と
「
教
職
員
側
と
完
全
な
る
意
見
の
一
致
を
見
る
事
は
出
来
ず
、
又
教
職
員
側
に
お
い
て
も
教
授

会
の
権
限
が
理
事
会
に
比
し
余
り
に
も
小
さ
き
こ
と
を
感
じ
た
教
授
も
あ
り
、
紛
そ
う
を
極
め
た
」
よ
う
で
あ
り
、
自
治
会
側
は
「
我
々

は
理
事
会
に
回
答
を
求
め
る
の
で
あ
っ
て
、
何
ん
ら
協
議
会
に
こ
れ
を
求
め
る
の
で
は
な
い
」
と
声
明
を
発
し
た
よ
う
で
あ
るＦ
。

　

そ
の
後
一
二
日
に
総
長
か
ら
中
央
執
行
委
員
長
宛
に
、前
掲
一
七
項
目
の
決
議
に
対
す
る
回
答
が
な
さ
れ
た
。そ
の
内
容
の
多
く
は
「
実

施
中
」「
進
行
中
」「
努
力
中
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
自
治
会
側
は
こ
の
総
長
側
の
回
答
に
納
得
せ
ず
、
次
回
自
治
議
会
で
再
び

討
議
す
る
こ
と
と
し
たＧ
。
し
か
し
、
同
年
一
一
月
四
日
か
ら
三
日
間
の
予
定
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
自
治
議
会
は
、
出
席
委
員
の
数
が
定

足
数
に
満
た
な
か
っ
た
た
め
流
会
と
な
っ
たＨ
。
仕
切
り
直
し
で
一
二
月
一
日
、
二
日
に
再
開
さ
れ
た
第
二
日
目
以
降
も
「
両
日
と
も
議
事

審
議
半
ば
に
し
て
流
会
」
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
⑴
授
業
料
値
上
げ
問
題
、
⑵
文
学
部
講
師
嘱
任
拒
否
問
題
、
⑶
新
学
制

問
題
、
⑷
自
治
会
規
程
改
正
、
⑸
教
職
員
学
生
協
議
会
規
程
改
正
五
項
目
を
決
議
し
て
い
るＩ
。
だ
が
、
こ
れ
ら
五
項
目
に
つ
い
て
教
職
員

学
生
協
議
会
で
議
論
さ
れ
た
形
跡
は
見
当
た
ら
ず
、
⑷
⑸
の
み
が
翌
年
三
月
二
日
の
部
科
長
会
議
に
お
い
て
議
論
さ
れ
、
承
認
さ
れ
て
い

るＪ
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
早
稲
田
大
学
で
は
一
九
四
七
年
、
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
て
学
生
自
治
会
組
織
を
作
り
上
げ
た
が
、
そ
の

運
営
に
つ
い
て
は
二
回
目
か
ら
自
治
議
会
が
流
会
す
る
な
ど
困
難
を
極
め
、
結
果
わ
ず
か
一
年
で
代
議
員
│
自
治
議
会
制
度
を
改
革
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
教
職
員
学
生
協
議
会
も
初
年
度
は
あ
ま
り
機
能
し
て
お
ら
ず
、
権
限
も
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
理
事
一
名
を
加

え
る
、
学
生
委
員
を
一
名
増
員
す
る
な
ど
の
改
革
が
行
わ
れ
たＫ
。
実
際
に
教
職
員
学
生
協
議
会
が
機
能
し
始
め
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
改
革
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が
完
了
し
、
新
年
度
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

二
、
学
生
運
動
の
隆
盛
と
教
員
側
の
対
応
（
一
九
四
八
年
）

　

一
九
四
八
年
に
は
「
授
業
料
値
上
げ
反
対
運
動
」、「
大
学
理
事
会
案
（
Ｂ
・
Ｔ
案
）
反
対
運
動Ｌ
」、
お
よ
び
そ
れ
ら
に
端
を
発
す
る
大
規

模
な
学
生
運
動
が
全
国
的
に
頻
発
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
運
動
を
通
じ
て
全
国
の
学
生
自
治
会
が
結
集
し
、
全
日
本
学
生
自
治
会
総

連
合
（
全
学
連
）
な
ど
の
全
国
的
な
連
合
組
織
を
形
成
し
た
学
生
運
動
史
上
重
要
な
時
期
で
も
あ
る
。
こ
の
年
の
五
月
二
〇
日
、
文
部
省

は
国
立
大
学
高
専
の
授
業
料
を
六
〇
〇
円
か
ら
一
八
〇
〇
円
へ
三
倍
値
上
げ
す
る
こ
と
を
通
達
し
、
私
立
大
学
に
も
同
様
に
授
業
料
値
上

げ
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
学
生
た
ち
は
学
生
自
治
会
の
連
合
組
織
を
作
り
、「
不
払
同
盟
」
を
組
織
す
る
な
ど
し
て
反
対
運
動
を
行
っ
た
。
六
月

一
六
日
、
全
国
官
公
立
大
学
高
専
自
治
会
連
盟
（
全
官
公
自
治
連Ｍ
）
の
結
成
大
会
に
お
い
て
、
授
業
料
値
上
げ
反
対
、
Ｂ
・
Ｔ
案
国
会
上

程
反
対
、
文
教
予
算
の
獲
得
な
ど
を
要
求
し
て
、
通
ら
な
け
れ
ば
ス
ト
に
突
入
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
六
日
、
全
国
一
斉

で
一
一
四
校
が
ス
ト
に
入
り
、
約
二
〇
万
人
が
参
加
し
たＮ
。
授
業
料
値
上
げ
反
対
運
動
、
大
学
理
事
会
案
（
Ｂ
・
Ｔ
案
）
反
対
運
動
は
、

全
国
の
大
学
・
学
生
を
巻
き
込
ん
だ
「
教
育
復
興
運
動Ｏ
」
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

早
稲
田
大
学
学
生
自
治
会
は
こ
の
「
教
育
復
興
運
動
」
お
よ
び
学
生
自
治
会
連
合
組
織
の
結
成
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
六
月
二
三
│
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
自
治
議
会
に
お
い
て
も
、
全
国
一
斉
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
参
加
に
向
け
て
「
26
日
ス
ト
賛

否
」
な
ど
が
討
議
さ
れ
て
い
るＰ
。
そ
し
て
実
際
に
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
二
六
日
に
は
午
前
中
に
教
職
員
学
生
協
議
会
、
午
後
に
は
部

科
長
会
が
開
催
さ
れ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
是
非
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
部
科
長
会
に
お
け
る
議
論
を
引
用
し
て
お
く
。
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（
師
岡
）
大
理
は
参
加
せ
ぬ
、
脱
退
し
て
も
よ
い
。

（
伊
地
知
）
大
商
も
大
体
反
対
だ
。

（
酒
井
）
反
対
だ
が
自
治
議
会
に
従
う
。

（
中
村
）
数
に
於
い
て
決
ま
っ
た
が
、
自
治
委
員
会
を
開
く
。

（
伊
藤
）
反
対
。
決
ま
っ
た
ら
議
会
を
尊
重
す
る
。

（
松
尾
）
各
ク
ラ
ス
毎
に
大
会
を
開
い
て
、
議
会
に
出
る
委
員
に
ク
ラ
ス
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
。
最
終
的
な
決
定
は
議
会
だ
か
ら
之
に
従
う
。

　
　
　
　

（
中
略
）

（
理
基
礎
工
教
務
主
任
）
一
般
学
生
の
意
志
が
自
治
議
会
を
尊
重
す
る
か
ど
う
か
。

（
小
口
）
賛
が
多
か
っ
た
。

（
樫
山
）
賛
否
半
ば
で
流
会
。

（
専
門
学
校
）
６

０

０

：
５

０

０

位
で
賛
成
が
多
か
っ
た
が
流
会

（
宮
部
）
自
治
の
訓
練
で
あ
る
。
教
育
の
立
場
か
ら
。

（
吉
田
）
学
生
が
も
っ
て
き
た
も
の
を
認
め
る
か
ど
う
か
。

　
　
　
　

（
中
略
）

（
伊
地
知
）
私
は
授
業
に
出
る
。

（
吉
田
）
私
は
ス
ト
を
認
め
な
い
。

（
伊　

）
私
は
親
で
あ
り
兄
で
あ
る
立
場
で
や
り
た
い
。

（
末　

）
私
は
い
け
な
い
と
ま
と
ま
れ
ば
教
育
的
見
地
か
ら
掲
示
を
出
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　

（
中
略
）

（
平
田
）
ス
ト
は
わ
る
い
。
他
の
方
法
は
？
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（
伊　

）
学
生
は
学
問
が
大
事
だ
。

（
大
浜
）
対
政
府
問
題
だ
か
ら
、
他
に
方
法
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
酒
井
）
わ
る
い
こ
と
を
や
り
の
け
て
い
る
。
わ
る
い
こ
と
を
た
し
な
め
る
と
い
け
な
い
。
あ
と
で
反
省
さ
せ
る
。

（
中
略
）

（
議
長
）
一
応
文
章
を
練
っ
た
上
で
掲
示
す
る
（
決
定Ｑ
）

 

〔
委
員
長
の
空
欄
は
原
文
マ
マ
。
委
員
の
所
属
・
役
職
は
文
末
の
委
員
一
覧
参
照
〕

　

以
上
の
教
員
た
ち
の
議
論
を
見
て
み
る
と
、「
教
育
の
立
場
」、「
教
育
的
見
地
」
と
い
う
言
葉
が
散
見
さ
れ
る
。
自
治
議
会
の
決
定
を

尊
重
し
よ
う
と
す
る
者
、
ス
ト
ラ
イ
キ
と
い
う
手
段
が
悪
い
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
者
、
い
ず
れ
も
教
育
的
見
地
・
立
場
か
ら
議
論
を
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
前
掲
議
事
録
の
通
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
非
難
す
る
掲
示
を
出
す
こ
と
で
一
旦
落
ち
着
き

を
見
せ
た
。
授
業
料
値
上
げ
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
九
月
、
一
〇
月
の
教
職
員
学
生
協
議
会
で
も
教
職
員
委
員
と
学
生
委
員
と
の
間
で
議

論
が
進
め
ら
れ
た
。
九
月
一
七
日
の
協
議
会
に
お
い
て
は
、
常
務
理
事
で
あ
っ
た
池
原
義
見
が
出
席
し
、
高
橋
佐
介
自
治
委
員
長
と
以
下

の
よ
う
な
対
話
を
し
て
い
る
。

（
高
橋
） 

教
職
員
と
学
生
の
利
害
が
対
立
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
国
庫
で
或
る
程
度
融
資
し
て
貰
い
た
い
。
学
校
は
長
く
存
続
す
る
が
学
生
は

短
い
。
多
く
の
子
弟
が
学
べ
る
こ
と
は
必
要
だ
。

（
池
原
） 

苦
し
い
と
い
う
点
で
は
同
じ
だ
。
授
業
料
の
●
●
は
今
の
べ
た
と
う
り
で
あ
る
。
経
常
費
で
は
い
く
ら
か
で
も
あ
ま
し
て
い
る
。
●
●
●

●
に
８

０

０

万
円
近
い
金
が
あ
っ
た
。
免
税
問
題
を
ど
う
し
て
も
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
高
橋
） 

苦
し
く
な
い
人
も
今
い
る
。
僕
ら
の
と
る
の
は
学
校
を
つ
ぶ
そ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
文
教
政
策
は
●
●
だ
か
ら
こ
れ
を
つ
い
て
る
の

だ
。
学
校
と
対
立
し
た
く
な
い
。
だ
が
理
解
し
て
戴
け
な
い
な
ら
。
や
は
り
学
生
生
活
の
●
●
、
学
園
の
再
建
、
単
に
私
立
大
学
の
在
り
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方
と
し
て
問
題
に
す
る
。
そ
れ
を
要
求
す
る
権
利
も
義
務
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
や
ら
な
い
限
り
い
つ
ま
で
も
解
決
が
つ
か
な

い
の
で
は
な
い
か
。
教
職
員
の
た
い
ぐ
う
も
考
え
て
る
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
学
生
も
効
果
が
な
い
。
今
こ
こ
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

授
業
料
値
上
げ
の
問
題
も
そ
れ
で
考
え
て
い
る
。
時
間
的
ず
れ
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
け
れ
ど
。

（
池
原
）
君
の
言
う
と
お
り
。

（
高
橋
）
こ
の
ま
ま
つ
づ
け
ば
学
費
が
い
く
ら
に
な
る
か
わ
か
ら
ぬ
。
単
位
の
（
新
制
）
問
題
で
ア
ル
バ
イ
ト
が
出
来
な
い
。

（
池
原
）
私
学
の
在
り
方
と
い
う
問
題
だ
ね
。
学
校
で
は
●
●
を
●
く
す
る
た
め
に
つ
と
め
て
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
。

（
高
橋
）
そ
の
点
は
よ
く
了
解
し
て
い
るＲ
。

 

〔
●
は
判
読
不
能
文
字
、
以
下
同
じ
〕

　

以
上
の
議
論
を
見
て
い
る
と
、
授
業
料
値
上
げ
問
題
に
対
し
て
、
池
原
常
務
理
事
、
高
橋
自
治
委
員
長
と
も
に
お
互
い
の
立
場
や
意
見

を
尊
重
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
、
実
際
に
授
業
料
四
‐
七
割
値
上
げ
で
学
生
た
ち
も
納
得
し
て
い
た
よ
う
で
あ
るＳ
。
し
か
し
そ
の

直
後
か
ら
状
況
は
一
変
し
、
翌
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
全
学
連
結
成
大
会
に
お
い
て
は
、
授
業
料
値
上
げ
問
題
に
関
し
て
「
国
庫
補
助
を
官

公
私
各
学
校
団
結
し
て
要
求
す
る
。
こ
れ
ら
の
要
求
が
具
体
的
に
貫
徹
さ
れ
る
迄
は
不
払
を
も
っ
て
た
た
か
う
」
こ
と
が
満
場
一
致
で
確

認
さ
れ
たＴ
。
ま
た
一
〇
月
に
入
る
と
、
一
日
に
自
治
会
中
央
委
員
会
は
、
当
局
の
授
業
料
値
上
げ
公
示
に
反
対
闘
争
方
針
を
決
定
し
、
六

‐
七
日
に
は
第
二
高
等
学
院
で
授
業
料
値
上
げ
反
対
を
め
ぐ
っ
て
試
験
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
行
わ
れ
たＵ
。
ま
た
、
八
日
に
学
生
の
政
治
運
動
を

制
限
す
る
文
部
次
官
通
達
「
学
生
の
政
治
運
動
に
つ
い
て
」（
発
学
四
五
八
号
）
が
発
表
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
対
す
る
反
対
運
動
も
活
発
化

し
て
い
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
は
ず
で
あ
っ
た
第
四
回
自
治
議
会
（
一
二
│
一
三
日
開
催
予
定
）
は
定
足
数
に

満
た
ず
流
会
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
中
央
委
員
会
（
日
付
不
明
）
で
次
の
よ
う
な
決
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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一
、 

学
生
大
会
を
十
六
日
（
土
）
十
時
半
講
堂
前
に
於
て
開
催
し
、
一
時
半
よ
り
学
生
行
進
を
実
施
す
と
決
定

二
、
九（
マ
マ
）日
附
の
文
部
省
通
牒
に
対
し
全
面
的
に
反
対
。
尚
学
生
行
進
当
日
文
部
省
に
撤
回
を
要
求
す
る
事
に
決
定

三
、
実
行
委
員
会
（
中
央
執
行
委
員
会
を
含
む
）
を
確
認

四
、 
す
で
に
各
大
学
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
早
稲
田
大
学
に
於
て
共
産
党
細
胞
が
公
認
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
こ
れ
は
今
回
の
次
官
通
牒

の
学
内
に
於
け
る
具
体
例
と
し
て
抗
議
し
公
認
を
要
求
に
決
定Ｖ

　

以
上
四
項
目
を
見
る
と
、
学
生
大
会
お
よ
び
そ
の
後
の
学
生
行
進
に
つ
い
て
の
決
議
に
加
え
て
、
共
産
党
細
胞
の
公
認
要
求
が
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
動
き
は
従
前
の
自
治
議
会
・
中
央
委
員
会
の
決
議
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
の
共
産
党

細
胞
は
一
九
四
六
年
四
月
頃
結
成
さ
れＷ
、
六
月
の
全
国
一
斉
ス
ト
ラ
イ
キ
後
に
入
党
者
が
急
増
し
、
四
七
年
四
月
か
ら
四
九
年
に
か
け
て

二
〇
〇
名
を
超
え
た
よ
う
でＸ
、
こ
れ
が
自
治
会
の
方
針
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
教
員
側

は
一
四
日
、
緊
急
部
科
長
会
を
開
催
し
、「
学
生
自
治
会
に
於
て
十
月
十
六
日
開
催
の
表
記
大
会
に
つ
い
て
は
、
十
五
日
午
後
三
時
三
十

分
総
長
、
常
務
理
事
及
び
各
部
科
校
長
と
学
生
自
治
会
側
（
各
部
科
校
中
央
委
員
二
名
、
議
長
又
は
副
議
長
一
名
）
と
の
懇
談
会
を
開
き
、
こ

の
大
会
を
認
め
な
い
大
学
の
意
向
を
伝
え
、
反
省
を
求
め
て
こ
れ
を
中
止
せ
し
め
る
」
と
決
議
し
た
。
ま
た
、
学
生
大
会
前
日
の
一
五
日

に
は
、
島
田
孝
一
総
長
名
で
次
の
よ
う
な
「
告
示
」
が
出
さ
れ
た
。

告
示

本
大
学
は
、
教
育
の
一
方
途
と
し
て
学
生
の
自
治
的
訓
練
に
資
し
、
併
せ
て
学
生
生
活
の
充
実
向
上
に
寄
与
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
さ
き
に
、
学
生

自
治
会
規
程
及
び
教
職
員
学
生
協
議
会
規
程
を
制
定
実
施
し
た
が
、
お
よ
そ
学
生
の
自
治
活
動
は
大
学
の
教
育
方
針
と
諸
規
則
に
反
し
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
営
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
て
、
学
生
自
治
会
規
程
の
定
め
る
各
種
の
委
員
会
（
自
治
議
会
を
含
む
）
と
い
え
ど
も
、
こ

れ
に
反
す
る
行
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
同
盟
休
校
又
は
試
験
回
避
の
決
議
の
如
き
学
生
の
本
分
に
悖
り
大
学
の
規
則
に
反
す
る
決
議
は
、
た
と
え
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そ
れ
が
教
育
復
興
運
動
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
効
力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

学
生
諸
君
は
、
こ
の
道
理
を
認
識
し
、
去
就
に
迷
う
こ
と
の
な
い
よ
う
要
望
す
る
と
と
も
に
、
敢
え
て
か
か
る
違
法
な
決
議
の
強
行
を
企
て
一
般
学

生
の
就
学
を
妨
害
す
る
が
如
き
所
為
の
な
い
よ
う
戒
心
を
望
むＹ
。

　

続
い
て
同
日
、
早
稲
田
大
学
名
で
翌
一
六
日
の
学
生
大
会
に
つ
い
て
部
科
長
会
の
議
を
経
て
こ
れ
を
承
認
し
な
い
旨
を
示
し
た
「
告
」

が
発
表
さ
れ
た
。
以
上
の
「
告
示
」・「
告
」
を
踏
ま
え
て
部
科
長
会
代
表
と
自
治
会
代
表
と
に
よ
る
部
科
長
学
生
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
時
の
部
科
長
会
代
表
と
自
治
会
代
表
の
議
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

先
づ
学
校
側
よ
り
十
六
日
の
学
生
大
会
の
あ
り
方
等
に
つ
き
質
問
あ
り
。
こ
れ
に
対
し
て
学
生
側
よ
り
、

一
、
他
団
体
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
挙
げ
な
い

一
、
明
日
の
行
進
は
他
の
学
校
と
は
独
立
し
て
早
稲
田
の
学
生
の
み
で
行
う
。

一
、
学
生
大
会
は
中
央
委
員
会
の
決
議
事
項
を
学
生
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
開
催
す
る
。

一
、
明
日
の
大
会
に
集
ま
る
学
生
の
数
は
約
五
千
と
見
て
い
る
。
●
て
集
る
学
生
は
特
定
の
学
生
で
は
な
い
。

一
、 

大
会
並
に
行
進
は
十
五
日
決
行
の
予
定
で
あ
っ
た
の
が
一
日
後
れ
て
十
六
日
に
な
っ
た
が
、
休
暇
に
な
ら
な
い
内
に
や
っ
た
方
が
目
的
を
全
学

的
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
よ
り
よ
く
出
来
る
と
考
へ
た
た
め
で
あ
る
。

等
の
答
弁
あ
り
。

（
中
略
）

茲
に
於
て
学
校
側
よ
り
、

一
、
学
生
大
会
は
自
治
会
規
定
に
基
い
た
大
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
、
突
発
的
に
起
る
大
会
の
あ
り
得
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
一
般
に
は
規
定
に
も
と
づ
い
て
や
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
学
生
運
動
は
必
然
的
に
学
校
当
局
に
責
任
が
及
ぶ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
を
は
っ
き
り
し
て
お
き
た
い
。

等
の
言
明
あ
り
。

次
で
デ
モ
行
進
に
つ
い
て
の
質
疑
に
入
る

（
中
略
）

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
特
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、

一
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
二
段
に
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
（
早
稲
田
だ
け
の
も
の
と
、
全
国
的
な
も
の
と
）

一
、「
労
農
市
民
と
の
提
携
」「
植
民
地
的
文
化
政
策
反
対
」

一
、
私
学
法
案
反
対

の
三
点
で
あ
っ
た
。

特
に
「
植
民
地
的
」
と
い
う
言
葉
は
、
占
領
政
策
の
批
判
と
考
へ
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
こ
と
、
こ
う
い
う
運
動
は
世
間
で
は
ア
ン
チ
ア
メ
リ
カ
と
考

へ
ら
れ
る
こ
と
、
等
に
つ
き
学
校
側
よ
り
注
意
あ
り
。
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
注
意
す
る
や
う
要
望
。

尚
私
学
法
案
反
対
に
つ
い
て
は
、
目
下
立
案
中
の
こ
の
法
案
に
は
、
大
浜
法
学
部
長
も
●
●
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
法
案
は
私
学
と
し
て
賛
成
す
べ

き
も
の
も
多
く
含
ん
で
居
り
、
こ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
は
面
白
く
な
い
、
深
く
研
究
し
て
ほ
し
い
と
要
望Ｚ
。

　

以
上
の
議
論
を
見
る
と
、
部
科
長
会
代
表
は
学
生
大
会
・
行
進
が
他
大
学
や
「
他
団
体
」
と
の
連
携
の
も
と
行
わ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び

占
領
政
策
批
判
に
該
当
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。当
時
、「
日
本
に
与
う
る
新
聞
遵
則
」（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
│

33
）
に
よ
り
、

出
版
・
報
道
等
に
お
け
る
占
領
政
策
批
判
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
抵
触
す
る
こ
と
を
懸
念
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
私
学
法
案
」

と
は
「
私
立
学
校
法
」
案
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
学
問
の
自
由
と
私
学
の
自
主
性
を
そ
こ
な
う
も
の
と
し
て
、
国
会
上
程

を
阻
止
す
る
こ
と
が
学
生
た
ち
の
「
教
育
復
興
運
動
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
引
用
文
中
に
出
て
く
る
大
浜
信
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泉
が
副
委
員
長
を
務
め
て
い
た
日
本
私
学
団
体
総
連
合
会
は
、「
私
立
学
校
法
」
案
を
構
想
し
、
形
式
上
政
府
案
と
し
て
国
会
に
上
程
す

る
よ
う
規
定
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
た
めａ
、
大
浜
ら
部
科
長
会
代
表
と
自
治
会
代
表
と
の
意
見
が
対
立
す
る
か
た
ち
と

な
っ
た
。
続
い
て
総
長
「
告
示
」
に
関
す
る
議
論
に
入
り
、
以
下
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

先
づ
、
総
長
告
示
に
つ
い
て
総
長
よ
り
説
明
あ
り
。
次
で
告
示
中
の
字
句
。
⑴
こ
の
道
理
、
⑵
一
般
学
生
の
就
学
を
妨
害
、
⑶
た
と
へ
そ
れ
が
教
育

復
興
運
動
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
⑷
当
然
で
あ
っ
て
、
等
の
字
句
に
つ
い
て
質
疑
応
答
あ
り
。

尚
総
長
よ
り

一
、
告
示
は
総
長
個
人
の
見
解
で
は
な
い
。

一
、
教
育
復
興
運
動
で
外
部
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
総
長
と
し
て
は
賛
成
し
て
ゐ
な
い
。

と
答
弁
あ
り
。

尚
告
示
に
対
す
る
学
生
側
の
意
見
の
主
な
も
の
は

一
、 

執
行
部
が
一
般
学
生
を
引
張
っ
て
行
く
と
い
ふ
見
地
に
立
っ
て
居
ら
れ
る
や
う
に
見
え
る
が
、
学
生
は
皆
自
覚
を
以
て
や
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ

て
、
従
っ
て
こ
の
告
示
は
不
適
当
と
思
わ
れ
る
。

一
、
学
生
の
本
分
│
固
定
し
た
も
の
で
な
く
、
時
代
と
共
に
多
少
な
り
と
も
か
わ
っ
て
行
く
も
の
と
考
へ
る
。

一
、
教
育
方
針
と
諸
規
則
も
か
わ
る
と
思
ふ
。
よ
っ
て
こ
れ
は
学
生
生
活
の
充
実
と
矛
盾
す
る
場
合
が
あ
る
と
思
ふｂ
。

　

総
長
が
「
教
育
復
興
運
動
で
外
部
に
働
き
か
け
る
こ
と
」
に
対
し
て
反
対
の
意
を
示
し
た
理
由
と
し
て
は
、
前
掲
引
用
文
中
に
あ
る
よ

う
に
「
学
生
運
動
は
必
然
的
に
学
校
当
局
に
責
任
が
及
ぶ
も
の
」
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
学
生
運
動
は
学
内
に
お
い
て
教
育
方

針
・
諸
規
則
に
反
し
な
い
範
囲
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
自
治
会
代
表
の
認
識
と
し
て

は
、
教
育
方
針
・
諸
規
則
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
「
学
生
生
活
の
充
実
」
の
た
め
に
は
そ
れ
に
反
す
る
行
動
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
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て
い
た
た
め
、
こ
こ
で
も
部
科
長
会
代
表
と
意
見
が
対
立
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

部
科
長
会
代
表
は
以
上
の
件
に
つ
い
て
自
治
会
代
表
の
承
諾
を
求
め
た
の
に
対
し
、
高
橋
自
治
委
員
長
は
学
生
大
会
お
よ
び
デ
モ
の
中

止
の
趣
旨
を
全
学
生
に
納
得
さ
せ
る
た
め
、
学
生
大
会
を
「
告
お
よ
び
告
示
を
総
長
よ
り
聞
く
会
」
に
変
更
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ

の
結
果
学
生
大
会
と
デ
モ
は
中
止
さ
れ
総
長
説
明
会
に
切
り
替
え
ら
れ
た
が
、「
散
会
後
告
示
に
反
対
し
、
学
生
大
会
開
催
を
叫
ぶ
一
般

学
生
の
声
で
部
科
校
別
学
生
大
会
が
開
か
れ
」、「
一
方
自
治
会
の
態
度
に
不
満
の
学
生
は
プ
ラ
カ
ー
ド
を
立
て
ゝ
校
内
デ
モ
を
行
」
う
と

い
う
結
末
と
な
っ
たｃ
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
同
月
二
〇
日
臨
時
部
科
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
一
六
日
デ
モ
の
問
題
、
試
験
回
避
の
問
題
、「
告
示
」・「
告
」
撤
回

要
求
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
席
上
、
第
一
高
等
学
院
院
長
で
あ
る
渡
鶴
一
か
ら
「
た
と
え
自
治
会
の
名
に
お
い
て
で
あ
ろ

う
と
学
則
及
び
教
育
方
針
に
も
と
る
こ
と
を
決
定
し
て
も
之
を
認
め
な
い
」
と
い
う
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
、
教
務
部
長
で
あ
る
佐
々
木

八
郎
か
ら
は
「
自
治
会
規
程
に
つ
い
て
は
、
明
年
は
新
制
大
学
・
学
院
と
複
数
と
な
る
の
で
こ
れ
を
如
何
に
す
る
か
。
改
正
す
る
と
し
て

も
、
そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
に
は
今
回
の
処
置
は
重
大
で
あ
る
」
と
、
新
制
大
学
発
足
に
向
け
て
自
治
会
規
程
改
正
を
示
唆
す
る
意
見
も

出
さ
れ
たｄ
。

三
、
自
治
会
規
程
改
正
論
議
か
ら
自
治
会
「
非
公
認
」
へ
（
一
九
四
八
│
四
九
年
）

　

自
治
会
規
程
の
改
定
に
つ
い
て
は
そ
の
後
、
前
述
の
学
生
大
会
中
止
を
受
け
て
再
度
開
催
さ
れ
た
第
四
回
自
治
議
会
（
一
〇
月
二
九
‐

三
〇
日
）、
続
く
第
五
回
自
治
議
会
（
一
一
月
一
三
日
）
が
相
次
い
で
流
会
し
た
の
を
受
け
て
、
自
治
会
側
か
ら
も
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
一
月
一
二
日
の
部
科
長
会
に
お
い
て
は
、
自
治
議
会
を
成
立
さ
せ
る
た
め
定
足
数
三
分
の
一
を
四
分
の
一
に
改
め
た
い
旨
、
自
治
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会
か
ら
教
職
員
学
生
協
議
会
を
通
じ
て
申
入
れ
た
。
し
か
し
部
科
長
会
の
決
議
は
、「
審
議
の
結
果
、
代
議
機
関
の
重
要
性
に
鑑
み
現
行

通
り
と
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
たｅ
。

　

ま
た
、
第
五
回
自
治
議
会
の
流
会
直
後
の
緊
急
中
央
委
員
会
で
は
自
治
議
会
対
策
と
し
て
「
成
立
定
足
数
の
改
定
、
委
任
権
の
承
認
、

開
会
時
刻
の
変
更
等
」
が
決
議
さ
れ
、
同
月
二
六
日
の
教
職
員
学
生
協
議
会
に
お
い
て
「
自
治
議
会
を
成
立
さ
せ
る
為
に
、
夜
間
学
生
は

出
席
不
能
で
あ
る
か
ら
委
任
権
を
認
め
ら
れ
た
い
」
旨
条
件
付
き
で
承
認
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
二
九
日
の
部
科
長
会
に

お
い
て
、
教
職
員
学
生
協
議
会
議
長
で
あ
る
平
田
富
太
郎
は
夜
間
学
校
で
あ
る
専
門
学
校
に
つ
い
て
「
規
程
の
改
正
は
無
理
で
あ
る
が
、

便
法
的
に
委
任
権
を
付
し
た
い
」
と
す
る
意
見
を
述
べ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
専
門
学
校
長
で
あ
る
安
部
民
雄
か
ら
「
専
門
学
校
は

多
数
の
学
生
が
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
自
治
会
費
は
正
当
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。
議
会
を
土
曜
の
午
後
に
開
く
よ
う
申
入
れ
て
も
、
と
り
上

げ
ず
、
関
係
の
な
い
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
理
事
で
あ
る
大

浜
信
泉
か
ら
「
教
育
方
針
に
反
す
る
よ
う
な
こ
と
を
決
議
す
る
議
会
の
成
立
に
便
法
は
み
と
め
ら
れ
な
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
たｆ
。
結

果
と
し
て
部
科
長
会
に
お
い
て
は
「
慎
重
審
議
の
結
果
、
規
程
の
原
則
は
こ
れ
を
厳
守
す
る
こ
と
と
し
、
各
部
科
校
で
学
生
自
治
委
員
に

対
し
自
治
議
会
が
成
立
せ
ら
れ
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
を
申
し
合
せ
」、
否
決
さ
れ
て
い
るｇ
。

　

翌
四
九
年
に
入
る
と
本
格
的
に
自
治
会
規
程
改
正
問
題
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
職
員
学
生
協
議
会
に
お
い
て
も
、
内
容
の
詳

細
は
不
明
で
あ
る
が
一
月
二
六
日
と
二
月
二
五
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
るｈ
。
こ
の
間
、
自
治
会
中
央
委
員
会
に
お
い

て
「
学
生
自
治
会
規
程
改
正
案
」
が
練
ら
れ
、
三
月
七
日
に
教
職
員
・
学
生
代
表
か
ら
な
る
改
正
小
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
若
干
の
修
正

を
経
て
九
日
の
協
議
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
たｉ
。
こ
れ
に
対
し
て
三
月
四
日
の
部
科
長
会
に
お
い
て
は
、
理
事
会
の
提
案
に
よ
り

大
浜
信
泉
を
委
員
長
と
し
て
各
部
科
校
か
ら
一
名
ず
つ
の
計
一
二
名
か
ら
な
る
学
生
自
治
組
織
研
究
委
員
会
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
い

るｊ
。
同
委
員
会
は
そ
の
後
二
日
間
で
意
見
を
ま
と
め
、
六
日
に
は
「
学
生
自
治
規
程
要
綱
」
を
「
学
生
自
治
委
員
会
委
員
長　

大
浜
信
泉
」
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名
で
総
長
に
提
出
し
て
い
る
。

　

九
日
の
協
議
会
に
お
い
て
は
自
治
会
提
出
の
「
改
正
案
」
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
出
席
し
て
い
た
大
浜
ら
が

「
こ
れ
に
重
要
な
関
係
を
有
す
る
事
に
つ
い
て
発
言
を
申
出
で
ら
れ
た
が
、
議
長
は
委
員
に
い
づ
れ
を
先
行
す
べ
き
や
を
問
い
、
教
員
側

と
学
生
側
の
意
見
が
一
致
せ
ず
」
紛
糾
し
た
。
そ
の
後
休
憩
を
挟
ん
で
再
開
し
た
が
、
学
生
側
は
「
改
正
案
」
を
先
に
審
議
す
る
べ
き
こ

と
を
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
夜
に
な
り
大
浜
が
退
席
し
た
と
こ
ろ
で
、「
教
員
側
も
譲
歩
し
、
改
正
案
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
可
決
と
な
り
、

自
治
会
規
程
に
従
っ
て
理
事
会
に
提
出
」
さ
れ
た
の
で
あ
るｋ
。
そ
の
よ
う
な
中
、
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
緊
急
部
科
長
会
に
お
い
て
、
新

制
大
学
の
学
生
に
つ
い
て
は
自
治
会
規
程
は
適
用
し
な
い
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
大
浜
は
、
同
会
の
席
上
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

御
承
知
の
よ
う
に
学
園
が
根
本
的
に
変
る
の
で
あ
る
か
ら
、
学
生
自
治
規
程
も
変
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
一
年
間
の
苦
い
貴
重
な
経

験
に
照
し
て
も
変
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
手
続
に
つ
い
て
は
二
つ
の
対
立
し
た
考
え
方
が
あ
る
と
思
う
。

　

一
、
改
正
補
足　
　

二
、
新
制
定

第
二
の
新
制
定
の
手
続
で
ゆ
く
べ
き
だ
と
思
う
し
、
政
策
的
に
も
そ
う
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
学
生
の
方
も
改
正
の
必
要
を
感
じ
て
い
た
こ
と
で

あ
り
、
九
日
の
協
議
会
で
改
正
案
が
決
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
分
は
理
事
会
と
し
て
●
●
を
延
ば
す
べ
く
当
日
出
席
し
た
が
、
発
言
を
封
じ
ら
れ
て
し

ま
っ
たｌ
。

 

〔
取
り
消
し
線
原
文
マ
マ
〕

　

続
け
て
大
浜
は
、
現
行
の
自
治
会
お
よ
び
教
職
員
学
生
協
議
会
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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協
議
会
も
思
わ
し
く
な
い
方
向
に
向
っ
て
い
る
。
教
育
者
と
被
教
育
者
と
の
関
係
が
労
資
の
対
立
の
よ
う
な
空
気
を
見
、
自
治
会
は
あ
る
政
党
に
利

用
さ
れ
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
社
界
（
マ
マ
）の
批
判
も
自
治
会
を
左
翼
運
動
と
見
て
い
る
。
就
職
戦
線
で
は
自
治
委
員
な
ど
は
回
避
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。

学
生
自
治
会
規
程
は
大
学
自
ら
の
手
で
作
っ
た
学
校
の
規
則
で
あ
る
。
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、
一
戦
を
交
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
も
し
れ
な
い
。

新
制
に
つ
い
て
は
規
程
を
制
定
し
な
い
で
、
学
生
委
員
制
度
を
復
活
し
、
学
友
会
の
組
織
に
立
ち
戻
っ
て
は
ど
う
か
？
自
治
会
は
学
生
の
自
由
と
し

た
方
が
よ
い
と
思
う
。
但
し
旧
制
に
残
留
す
る
も
の
に
対
し
て
は
現
在
の
も
の
に
必
要
な
改
正
を
加
え
て
存
置
す
るｍ
。

　

以
上
の
よ
う
に
大
浜
は
、
現
行
の
自
治
会
に
つ
い
て
「
あ
る
政
党
」、
具
体
的
に
は
共
産
党
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
し
、
協
議
会
に
つ

い
て
も
「
労
資
の
よ
う
な
空
気
」
で
あ
る
と
批
判
し
た
う
え
で
、
新
制
大
学
に
つ
い
て
は
自
治
会
規
程
を
制
定
し
な
い
で
、
学
友
会
組
織

に
立
ち
戻
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
批
判
・
提
案
は
「
改
正
を
行
う
に
も
協
議
会
に
出
し
て
、
も
み
上
げ
て
、
学
生
の
意

見
も
受
け
入
れ
て
や
っ
て
、
愛
す
る
気
持
で
、
学
生
の
納
得
の
上
で
や
っ
て
い
た
ゞ
き
た
い
」
と
述
べ
た
前
教
職
員
学
生
協
議
会
議
長
の

中
谷
博
の
反
対
が
あ
っ
た
も
の
のｎ
、
概
ね
賛
同
を
得
て
次
の
通
り
可
決
さ
れ
て
い
る
。

学
生
自
治
会
か
ら
教
職
員
学
生
協
議
会
の
議
を
経
て
提
出
さ
れ
た
「
早
稲
田
大
学
学
生
自
治
会
規
程
改
正
案
」
及
び
学
生
自
治
組
織
研
究
委
員
会
に

お
い
て
作
成
せ
ら
れ
た
「
学
生
自
治
規
程
要
綱
」
に
関
し
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
新
制
大
学
学
生
に
対
し
て
は
現
行
学
生
自
治
会
規
程
は
こ
れ
を
適

用
せ
ず
、
学
生
自
治
要
綱
に
基
づ
き
新
た
に
作
成
す
る
こ
と
ヽ
と
し
たｏ
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
他
大
学
に
先
駆
け
て
教
職
員
・
学
生
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
学
生
自
治
規
程
・
機
構
は
、
新
制
大
学
学
生
に
は
適
用

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
全
学
学
生
自
治
会
は
発
足
し
て
わ
ず
か
二
年
で
非
公
認
の
状
態
に
陥
っ
た
。
そ
の
後
学
部
ご
と
に
学
友
会
・
学

生
会
が
新
発
足
し
、
全
学
学
生
自
治
会
は
以
後
、
大
学
非
公
認
の
学
生
組
織
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
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お
わ
り
に
か
え
て　

│
教
員
た
ち
と
学
生
た
ち
の
議
論
の
中
で
見
え
て
き
た
こ
と
│

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
は
敗
戦
後
学
生
た
ち
の
要
求
を
も
と
に
教
職
員
・
学
生
の
手
に
よ
っ
て
「
学
生
自

治
会
規
程
」
お
よ
び
「
教
職
員
学
生
協
議
会
規
程
」
が
設
け
ら
れ
、
自
治
議
会
│
教
職
員
学
生
協
議
会
│
部
科
長
会
議
│
理
事
会
と
い
う

流
れ
で
学
生
の
総
意
が
大
学
当
局
に
伝
え
ら
れ
る
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
実
際
の
運
営
に
お
い
て
は
自
治
議
会
は
流
会
を
重
ね
、
学
生
の

総
意
を
伝
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
出
来
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
教
職
員
学
生
協
議
会
等
に
お
け
る
自
治
会
委
員
と
教
職
員
委
員
の
議
論

を
通
じ
て
、
学
生
代
表
と
教
員
代
表
と
の
意
見
交
換
が
出
来
て
い
た
。
以
下
、
そ
の
議
論
の
中
で
見
え
て
き
た
⑴
教
員
か
ら
見
た
学
生
自

治
、
お
よ
び
⑵
学
生
自
治
会
非
公
認
に
至
っ
た
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
述
べ
て
い
く
。

　

ま
ず
⑴
教
員
か
ら
見
た
学
生
自
治
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
教
員
は
肯
定
的
に
し
ろ
否
定
的
に
し
ろ
、
教
育
的
見
地
か
ら
学
生
自
治
を
見

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
、
で
ふ
れ
た
総
長
「
告
示
」
に
あ
る
よ
う
に
、
大
学
・
教
員
側
と
し
て
は
「
教
育
の
一
方
途
と
し
て
」
学
生

自
治
会
規
程
を
制
定
し
、「
学
生
の
自
治
活
動
は
大
学
の
教
育
方
針
と
諸
規
則
に
反
し
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
営
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
部
科
長
会
等
の
議
論
に
お
い
て
も
、
教
育
的
見
地
か
ら
学
生
運
動
へ
の
対
応
や
学
生
処
分
が
考
え
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
同
様
の
見
地
か
ら
、
学
生
自
治
会
が
他
大
学
自
治
会
と
連
携
し
た
り
、
共
産
党
の
指
導
で
運
動
を
行
う
こ
と
を
牽
制
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
学
生
側
は
、
一
、
で
と
り
上
げ
た
初
代
自
治
委
員
長
・
蜷
川
譲
の
言
に
あ
る
通
り
、「
学
生
自
治
会
規
程
」
は
学
生
が

大
学
当
局
を
動
か
し
て
「
獲
得
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
学
生
運
動
に
つ
い
て
も
、
目
的
の
た
め
に
は
大
学
の
教
育
方

針
等
に
反
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
を
行
う
こ
と
を
厭
わ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
他
大
学
等
と
の
連
携
も
行
っ
た
。
こ
う
し
た
両
者
の
学
生

自
治
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
は
、
全
国
的
な
「
教
育
復
興
運
動
」
の
高
揚
の
中
で
徐
々
に
顕
在
化
し
て
く
る
。
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次
に
⑵
学
生
自
治
会
非
公
認
に
至
っ
た
要
因
で
あ
る
が
、
教
員
代
表
と
学
生
代
表
の
議
論
を
見
て
い
く
と
、
一
九
四
八
年
一
〇
月
以
降

状
況
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
九
月
の
段
階
で
は
、
授
業
料
値
上
げ
問
題
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
、
教
職
員
委
員
と
学

生
委
員
が
互
い
の
立
場
や
抱
え
て
い
る
事
情
を
理
解
し
あ
う
様
子
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
十
月
以
降
そ
う
い
っ
た
場
面
は
ほ
ぼ
見
ら
れ

な
く
な
り
、
学
生
大
会
が
部
科
長
会
に
よ
っ
て
中
止
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
、
教
員
と
学
生
が
対
立
す
る
局
面
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
学
生
運
動
の
量
的
拡
大
と
質
的
変
化
で
あ
る
。
量
的
拡
大
に
つ
い
て
は
、
二
、
で
述
べ
た
通

り
、
一
九
四
八
年
に
は
全
国
的
な
「
教
育
復
興
運
動
」
の
潮
流
の
中
で
、
全
学
連
等
の
学
生
自
治
会
連
合
組
織
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
早
稲
田
大
学
学
生
自
治
会
は
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
他
大
学
・
他
団
体
と
の
合
同
で
学
生
運
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。
こ
れ
が
質
的
変
化
に
つ
な
が
り
、
全
国
一
斉
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
手
法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
他
大
学
・
他
団
体
と
の
連
携
を
教
員
代
表
が
危
惧
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
掲
の
部
科
長
学
生
懇
談
会
の
議
事
録
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。
他
大
学
・
他
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
教
員
代
表
が
特
に
懸
念
し
て
い
た
こ
と
は
共
産
党
の
影
響
で
あ
る
。
二
、
で
述
べ

た
通
り
、
こ
の
時
期
早
稲
田
大
学
の
共
産
党
細
胞
の
構
成
員
は
増
加
し
て
お
り
、
十
月
以
降
自
治
会
の
決
議
や
学
生
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

等
に
共
産
党
の
影
響
と
み
ら
れ
る
言
葉
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
教
員
た
ち
も
察
知
し
て
お
り
、
部
科
長
会
に
お

け
る
議
論
で
も
「
細
胞
で
も
今
回
の
掲
示
の
問
題
を
と
り
上
げ
て
い
るｐ
」
等
の
発
言
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
三
、
で

引
用
し
た
大
浜
の
発
言
に
あ
る
よ
う
に
「
自
治
会
は
あ
る
政
党
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
」
と
い
う
印
象
を
教
員
た
ち
に
抱

か
せ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
実
際
に
は
こ
の
時
期
、
共
産
党
は
学
生
た
ち
の
全
国
一
斉
ス
ト
ラ
イ
キ
等
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て

お
りｑ
、
必
ず
し
も
学
生
運
動
が
共
産
党
の
指
導
の
通
り
に
行
わ
れ
て
い
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
教
員
た
ち
の
認
識
と
し
て
は
、

学
生
運
動
は
共
産
党
の
指
導
下
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
学
生
運
動
の
量
的
拡
大
と
質
的
変
化
、
さ
ら
に
文
部
次
官
通
達

や
占
領
政
策
な
ど
の
外
的
要
因
も
加
わ
っ
て
、
当
初
は
教
育
的
見
地
か
ら
学
生
自
治
会
・
学
生
運
動
を
見
て
い
た
教
員
た
ち
も
徐
々
に
態
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度
を
硬
化
さ
せ
、
つ
い
に
教
育
を
放
棄
す
る
か
た
ち
で
学
生
自
治
会
を
非
公
認
と
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
決
定
は
教
職
員
・
学
生
双
方
に
と
っ
て
不
幸
な
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
教
職
員
側
に
と
っ
て

み
れ
ば
、
非
公
認
と
な
っ
た
自
治
会
に
対
す
る
統
制
を
完
全
に
失
う
こ
と
に
な
り
、
学
生
側
に
と
っ
て
も
、
大
学
当
局
に
学
生
の
総
意
を

伝
え
教
職
員
と
対
話
す
る
機
会
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
そ
の
後
の
学
生
運
動
に
も
影
響
を
与
え
、
一
九
五
〇
年
に
レ
ッ

ド
・
パ
ー
ジ
反
対
運
動
を
契
機
と
し
て
起
こ
っ
た
一
九
五
〇
年
早
大
事
件
に
お
い
て
は
、
大
学
側
と
学
生
側
が
激
し
く
衝
突
す
る
こ
と
に

な
り
、
学
生
側
に
多
数
の
処
分
者
を
出
す
に
至
っ
た
。
中
谷
博
は
後
年
当
時
を
回
顧
し
て
「
あ
の
と
き
に
教
職
員
学
生
協
議
会
が
あ
れ
ば
、

あ
ん
な
に
衝
突
し
て
ま
ず
い
デ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ク
に
は
乗
り
上
げ
な
か
っ
た
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
るｒ
。
こ
の
一
九
五
〇
年
早
大
事
件
を
契

機
と
し
て
「
学
生
自
治
会
規
程
」
は
完
全
に
無
効
化
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
五
二
年
に
各
学
部
の
学
友
会
・
学
生
会
の
協
議
機
関
で
あ
る

全
学
自
治
組
織
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た
も
の
の
、
大
学
当
局
の
公
認
を
得
る
こ
と
な
く
六
五
年
に
は
活
動
を
停
止
し
、
以
後
全
学
自

治
組
織
が
再
組
織
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
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◆
一
九
四
八
年
度
委
員
一
覧

会議名

教
職
員
学
生
協
議
会

部
科
長
会

委　　　員　　　名

教
職
員
：
中
村
佐
一
（
政
経
）、

一
又
正
雄
（
法
）、
佐
藤
輝
夫

（
文
）、
葛
城
照
三
（
商
）、
師
岡

秀
麿
（
理
工
）、
平
田
富
太
郎
（
専

門
部
政
経
・
議
長
）、
酒
井
賢
治

（
専
門
部
法
科
）、
池
田
英
次
郎

（
専
門
部
商
科
）、
松
尾
隆
（
専
門

部
工
科
）、
小
口
優
（
第
一
高
等

学
院
）、
逸
見
廣
（
第
二
高
等
学

院
）、
戸
川
行
男
（
高
師
）、
毛
利

亮
（
専
門
学
校
）、
定
金
右
源
二

（
高
等
工
学
校
）、
田
崎
友
吉
（
工

業
学
校
）、
森
文
作
（
職
員
）、
滝

口
宏
（
学
生
生
活
課
長
）

学
生
：
高
橋
佐
介
（
自
治
会
中
央

執
行
委
員
長
）
↓
吉
田
嘉
清
（
11

月
以
降
）、
他
中
央
執
行
委
員
16

名

本
部
：
島
田
孝
一
（
総
長
）、
伊
原
貞
敏
（
施
設
部
長
・
常
務
理
事
）、
池
原
義
見
（
総
務
部
長
・
常
務
理
事
）、
佐
々
木
八
郎
（
教

務
部
長
）、
森
文
作
（
教
務
課
長
）、
丹
尾
磯
之
助
（
庶
務
部
長
）、
大
原
宇
之
一
郎
（
会
計
課
長
）、
福
田
英
雄
（
秘
書
課
長
）、
渡

部
辰
己
（
学
生
生
活
課
長
）
↓
滝
口
宏
（
６

月
以
降
）

政
経
：
久
保
田
明
光
（
学
部
長
・
理
事
）、
中
村
佐
一
（
教
務
主
任
）

法
：
大
浜
信
泉
（
学
部
長
・
理
事
）、
江
家
義
男
（
教
務
主
任
）

文
：
谷
崎
精
二
（
学
部
長
）、
佐
藤
輝
夫
（
教
務
主
任
）

商
：
伊
地
知
純
正
（
学
部
長
）、
中
島
正
信
（
教
務
主
任
）

理
工
：
山
本
研
一
（
学
部
長
）、
師
岡
秀
麿
（
機
械
工
学
科
教
務
主
任
）、
埴
野
一
郎
（
電
気
工
学
科
教
務
主
任
）、
廣
田
友
義
（
電

気
通
信
科
教
務
主
任
）、
塩
澤
正
一
（
採
鉱
冶
金
学
科
教
務
主
任
）、
田
辺
泰
（
建
築
学
科
教
務
主
任
）、
武
富
昇
（
応
用
化
学
科
教

務
主
任
）、
村
井
資
長
（
燃
料
化
学
科
教
務
主
任
）、
青
木
楠
男
（
土
木
工
学
科
教
務
主
任
）、
上
田
輝
雄
（
工
業
経
営
学
科
教
務
主
任
、

宮
部
宏
（
応
用
金
属
学
科
教
務
主
任
）

第
一
高
等
学
院
：
渡
鶴
一
（
院
長
）、
小
林
正
之
（
教
務
主
任
）、
小
林
正
（
教
務
主
任
）、
小
口
優
（
学
生
主
任
）、

第
二
高
等
学
院
：
竹
野
長
次
（
院
長
）、
逸
見
廣
（
教
務
主
任
）、
安
藤
常
次
郎
（
学
生
主
任
）
↓
樫
山
欽
四
郎
（
６

月
以
降
）

専
門
部
政
経
：
時
子
山
常
三
郎
（
科
長
）、
平
田
富
太
郎
（
教
務
主
任
）、
伊
藤
道
機
（
学
生
主
任
）

専
門
部
法
科
：
外
岡
茂
十
郎
（
科
長
）、
和
田
小
次
郎
（
教
務
主
任
）、
酒
井
賢
治
（
学
生
主
任
）

専
門
部
商
科
：
末
高
信
（
科
長
）、
池
田
英
次
郎
（
教
務
主
任
）、
芳
野
武
雄
（
学
生
主
任
）

専
門
部
工
科
：
堤
秀
夫
（
科
長
）、
中
谷
博
（
教
務
主
任
）、
松
尾
隆
（
学
生
主
任
）、
稲
田
重
男
（
機
械
科
主
任
）、
大
隅
菊
次
郎
（
電

気
科
主
任
）、
十
代
田
三
郎
（
建
築
科
主
任
）、
廣
瀬
一
郎
（
土
木
科
主
任
）、
奥
村
敦
史
（
運
輸
機
械
科
主
任
）、
藤
井
鹿
三
郎
（
鉱

山
地
質
科
主
任
）

高
等
師
範
部
：
赤
松
保
羅
（
部
長
・
理
事
）、
赤
堀
孝
（
学
生
主
任
）、
川
田
瑞
穂
（
国
語
漢
文
科
主
任
）、
上
井
磯
吉
（
英
語
科
主
任
）、

三
橋
喜
久
雄
（
体
育
科
主
任
）、
戸
川
行
男
（
社
会
教
育
科
主
任
）

専
門
学
校
：
安
部
民
雄
（
校
長
）、
酒
枝
義
旗
（
政
治
経
済
科
教
務
主
任
）、
齊
藤
金
作
（
法
律
科
教
務
主
任
）、
毛
利
亮
（
学
生
主
任
）

高
等
工
学
校
：
吉
田
享
二
（
校
長
）、
定
金
右
源
二
（
共
通
科
教
務
主
任
）、
新
井
忠
吉
（
機
械
科
教
務
主
任
）、
木
村
幸
一
郎
（
建

築
科
教
務
主
任
）、
石
川
平
七
（
化
学
工
業
科
教
務
主
任
）、
田
中
末
雄
（
電
気
通
信
科
教
務
主
任
）

工
業
学
校
：
山
内
弘
（
校
長
）、
田
崎
友
吉
（
共
通
科
主
任
）、
橋
本
勇
（
同
上
）、
柴
山
信
三
（
機
械
科
主
任
）、
荒
畑
誠
二
（
電
気

科
主
任
）、
若
林
章
治
（
採
鉱
冶
金
科
主
任
）、
鶴
田
明
（
建
築
科
主
任
）、
兵
藤
直
吉
（
土
木
科
主
任
）

工
芸
美
術
研
究
所
附
属
技
術
員
養
成
所
：
今
和
次
郎
（
所
長
）、
鈴
木
三
男

図
書
館
：
岡
村
千
曳
（
館
長
）、

演
劇
博
物
館
：
吉
村
繁
俊
（
館
長
）

人
文
科
学
研
究
所
：
渡
邊
利
太
郎
（
事
務
主
任
）

理
工
学
研
究
所
：
内
藤
多
仲
（
所
長
）

鋳
物
研
究
所
：
飯
高
一
郎
（
所
長
）
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註（
1
） 

一
九
四
〇
年
九
月
一
七
日
、
第
二
次
近
衛
内
閣
の
橋
田
邦
彦
文
部

大
臣
は
、
高
等
学
校
校
長
会
議
に
お
い
て
「
修
練
組
織
強
化
ニ
関
ス

ル
件
」
を
指
示
し
、「
在
来
ノ
校
友
会
其
ノ
他
ノ
校
内
団
体
ヲ
再
組

織
シ
テ
現
下
重
要
ナ
ル
諸
種
ノ
修
練
施
設
ヲ
加
ヘ
学
校
長
ヲ
中
心
ト

シ
教
職
員
生
徒
ヲ
打
ツ
テ
一
丸
ト
ス
ル
団
体
タ
ラ
シ
メ
」
る
こ
と
を

求
め
た
。
こ
れ
と
同
様
の
趣
旨
の
指
示
は
そ
の
後
、
専
門
学
校
長
会

議
・
帝
国
大
学
総
長
会
議
・
私
立
大
学
々
長
会
議
等
に
お
い
て
も
な

さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
各
大
学
・
学
校
は
従
前
の
校
友
会
・
学
友

会
を
改
組
し
、
学
校
報
国
団
を
組
織
し
た
。

（
2
） 

「
戦
後
学
生
運
動
史
年
表
」（
三
一
書
房
編
集
部
『
資
料
戦
後
学
生

運
動
』
別
巻
、
一
九
七
〇
年
）
七
‐
九
頁

（
3
） 

『
資
料
戦
後
学
生
運
動
』
所
収
の
記
事
に
よ
る
と
、
一
九
四
五
年

度
中
に
全
学
学
生
自
治
組
織
結
成
の
動
き
が
見
ら
れ
た
の
は
早
稲
田

大
学
の
他
、
二
月
九
日
に
自
治
委
員
会
会
則
を
制
定
し
た
慶
應
義
塾

大
学
が
あ
げ
ら
れ
る
。（
三
一
書
房
編
集
部
『
資
料
戦
後
学
生
運
動
』

第
一
巻
、
一
九
六
八
年
）
三
三
‐
三
四
頁

（
4
） 

「
自
主
性
の
確
立
へ　

学
生
委
員
会
成
る
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』

復
刊
第
一
号
、
一
九
四
六
年
二
月
二
五
日
）

（
5
） 

「
全
学
学
生
大
会
開
か
る
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
八
号
、
一

九
四
六
年
六
月
一
五
日
）

（
6
） 

各
学
部
、
附
属
学
校
お
よ
び
付
属
機
関
の
長
を
も
っ
て
組
織
さ
れ

る
会
議
。
新
制
大
学
発
足
後
は
学
部
長
会
議
と
名
称
を
改
め
た
。

（
7
） 

高
橋
正
明
「
戦
後
民
主
主
義
と
早
大
学
生
運
動
史
（
上
）」（『
早

稲
田
大
学
史
記
要
』
第
一
四
巻
）
六
〇
│
六
六
頁
、
お
よ
び
『
早
稲

田
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
第
八
編
第
八
章
、
四
五
八
│
四
六
五
頁
。

尚
、
高
橋
論
文
に
は
「
学
生
自
治
会
規
程
」・「
教
職
員
学
生
協
議
会

規
程
」
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
8
） 

「
校
則
と
同
等
の
意
義
と
権
威　

教
育
の
一
環
と
し
て
自
治
規
程

公
布
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
五
八
四
・
五
号
、
一
九
五
六
年
一

一
月
一
三
日
）

（
9
） 

蜷
川
譲
『
敗
戦
直
後
の
祝
祭
日　

回
想
の
松
尾
隆
』（
藤
原
書
店
、

一
九
九
八
年
）
四
四
頁

（
10
） 

平
田
富
太
郎
「
中
谷
先
生
追
憶
の
記
」（
想
い
出
の
中
谷
博
・
刊

行
会
『
想
い
出
の
中
谷
博
』、
一
九
七
三
年
）
二
三
四
頁

（
11
） 

「
新
し
い
自
治
会
規
程
誕
生
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
二
五
号
、

一
九
四
七
年
五
月
一
一
日
）

（
12
） 

「
初
の
自
治
議
会
開
か
る
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
三
〇
号
、

一
九
四
七
年
七
月
一
日
）

（
13
） 

「
回
答
に
不
満
を
表
明　

再
度
自
治
議
会
開
催
か
」（『
早
稲
田
大

学
新
聞
』
第
三
一
号
、
一
九
四
七
年
）

（
14
） 

「
教
職
員
側
委
員
決
る
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
三
〇
号
、
一

九
四
七
年
七
月
一
日
）

（
15
） 

「
学
生
自
治
新
た
な
段
階
へ　

教
学
協
議
会
の
効
果
う
す
し
」

（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
三
一
号
、
一
九
四
七
年
八
月
二
一
日
）

（
16
） 
「
回
答
に
不
満
を
表
明　

再
度
自
治
議
会
開
催
か
」（『
早
稲
田
大

学
新
聞
』
第
三
一
号
、
一
九
四
七
年
八
月
二
一
日
）

（
17
） 

「
き
ら
わ
れ
た
自
治
議
会　

議
席
ガ
ラ
ガ
ラ
で
再
度
の
流
会
」
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（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
三
六
号
、
一
九
四
七
年
一
一
月
二
一
日
）

（
18
） 

「
波
ら
ん
の
自
治
議
会
終
幕
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
三
八
号
、

一
九
四
七
年
一
二
月
一
一
日
）

（
19
） 
早
稲
田
大
学
教
務
課
「
昭
和
21
年
11
月
起
〔
至
昭
和
24
年
10
月
〕

部
科
長
会
議
事
録
」（「
早
稲
田
大
学
本
部
書
類
（
続
の
２

）」、
早
稲

田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
№
98

（
20
） 

前
掲
「
昭
和
21
年
11
月
起
〔
至
昭
和
24
年
10
月
〕
部
科
長
会
議
事

録
」（「
早
稲
田
大
学
本
部
書
類
（
続
の
２

）」
№
98

（
21
） 

一
九
四
八
年
三
月
に
大
学
基
準
協
会
か
ら
発
表
さ
れ
た
案
。
こ
れ

は
ア
メ
リ
カ
のBoard of T

rustees

を
移
入
し
た
も
の
で
、
大
学

運
営
の
最
高
機
関
と
し
て
学
外
者
で
構
成
さ
れ
る
理
事
会
を
お
く
と

い
う
案
で
あ
る
。
理
事
会
は
卒
業
生
三
名
、
官
僚
三
名
、
文
部
大
臣

の
指
名
す
る
者
三
名
の
、
計
九
名
の
理
事
よ
り
構
成
さ
れ
、
教
授
等

大
学
関
係
者
は
こ
れ
に
参
加
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た

理
事
会
は
学
校
の
最
高
教
育
方
針
の
決
定
、
会
計
、
総
長
、
教
授
等

の
任
免
の
権
限
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
22
） 

国
学
連
・
高
専
連
合
を
発
展
解
消
し
て
作
ら
れ
た
組
織
。
一
九
四

八
年
七
月
五
日
の
第
一
回
総
会
後
に
開
か
れ
た
全
国
自
治
会
代
表
者

会
議
に
お
い
て
、「
全
学
連
」
結
成
準
備
会
が
組
織
さ
れ
た
。（
三
一

書
房
編
集
部
『
資
料　

戦
後
学
生
運
動
』
第
一
巻
、
一
九
六
八
年
、

二
七
四
頁
）

（
23
） 

前
掲
『
京
都
地
方
学
生
社
会
運
動
史
』
二
五
二
│
二
五
三
頁

（
24
） 

一
九
四
八
年
六
月
一
六
日
の
全
官
公
自
治
連
の
結
成
大
会
に
お
け

る
「
教
育
復
興
闘
争
に
つ
い
て
の
決
議
」
に
よ
れ
ば
、
学
生
側
の
要

求
項
目
は
①
文
教
予
算
の
飛
躍
的
増
額
（
一
〇
三
〇
億
円
）、
②
学

生
生
活
の
破
壊
反
対
（
授
業
料
値
上
げ
反
対
等
）、
③
教
育
制
度
の

改
悪
反
対
（
Ｂ
・
Ｔ
案
反
対
等
）、
④
学
問
の
自
由
と
学
生
自
治
運

動
へ
の
干
渉
弾
圧
反
対
、
の
四
点
に
大
別
さ
れ
る
。（
山
中
、
一
九

六
一
年
、
五
〇
頁
）

（
25
） 

滝
口
宏
「
雑
録
〔
学
生
生
活
課
会
議
ノ
ー
ト
（
１

）〕　

昭
和
23
年

５

月
？
11
月
」（「
滝
口
宏
旧
蔵
資
料
」、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料

セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
一
九
四
八
年
六
月
二
三
、
二
四
日
付

（
26
） 

前
掲
「
雑
録
〔
学
生
生
活
課
会
議
ノ
ー
ト
（
１

）〕　

昭
和
23
年
５

月
？
11
月
」、
一
九
四
八
年
六
月
二
六
日
付

（
27
） 

前
掲
「
雑
録
〔
学
生
生
活
課
会
議
ノ
ー
ト
（
１

）〕　

昭
和
23
年
５

月
？
11
月
」、
一
九
四
八
年
九
月
一
七
日
付

（
28
） 

「
池
原
理
事
か
ら
、
前
回
（
九
月
）
の
協
議
会
で
授
業
料
四
│
七

割
の
値
上
に
つ
い
て
は
既
に
話
し
納
得
し
て
い
た
筈
で
あ
り
、
不
当

で
あ
る
と
は
思
わ
な
い
。
納
得
で
き
な
い
点
に
つ
い
て
質
問
し
て
も

ら
い
た
い
旨
話
し
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
学
生
側
の
質
問
は

極
め
て
低
調
で
あ
っ
た
。」（
早
稲
田
大
学
教
務
課
「〔
昭
和
23
年
10

月
至
昭
和
24
年
３

月
〕　

部
科
長
会
議
事
録
」（「
早
稲
田
大
学
本
部

書
類
（
続
の
２

）」、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
№

36
│

37
）

（
29
） 
「
全
日
本
学
生
自
治
会
総
連
合
（
全
学
連
）
結
成
大
会
議
事
録
」

（
三
一
書
房
編
集
部
『
資
料
戦
後
学
生
運
動
』
第
一
巻
、
一
九
六
八

年
）
二
八
五
頁

（
30
） 

「
戦
後
学
生
運
動
史
年
表
」（
三
一
書
房
編
集
部
『
資
料
戦
後
学
生
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運
動
』
別
巻
、
一
九
七
〇
年
）
二
六
‐
二
七
頁

（
31
） 

「
中
央
委
員
会
報
告
」
と
書
か
れ
た
挟
み
込
み
メ
モ
（
前
掲
「
雑

録
〔
学
生
生
活
課
会
議
ノ
ー
ト
（
１

）〕　

昭
和
23
年
５

月
？
11
月
」）

（
32
） 
安
倍
徹
郎
編
「
１

９

５

０

年
を
中
心
と
す
る
早
稲
田
大
学
学
生
運

動
史
年
表
」（
早
稲
田
・
一
九
五
〇
年
・
記
録
の
会
編
『
早
稲
田　

一
九
五
〇
年　

史
料
と
証
言
』
別
冊
・
資
料
篇
、
二
〇
〇
〇
年
）
七

頁

（
33
） 

梅
田
欽
治
「
い
い
残
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
│
私
に
と
っ
て
の

早
稲
田
の
六
年
間
」
一
九
頁
、
猿
渡
新
作
「
日
本
共
産
党
国
際
主
義

者
団
前
後
」
二
八
頁
（『
早
稲
田　

一
九
五
〇
年　

史
料
と
証
言
』

５

号
、
一
九
九
九
年
）

（
34
） 

前
掲
「
昭
和
21
年
11
月
起
〔
至
昭
和
24
年
10
月
〕　

部
科
長
会
議

事
録
」
№
173

（
35
） 

早
稲
田
大
学
教
務
課
「〔
昭
和
23
年
10
月
至
昭
和
24
年
３

月
〕　

部

科
長
会
議
事
録
」（「
早
稲
田
大
学
本
部
書
類
（
続
の
２

）」、
早
稲
田

大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
№
116
│

121

（
36
） 

大
濱
信
泉
伝
記
刊
行
委
員
会
『
大
濱
信
泉
』（
一
九
七
八
年
）
一

〇
四
‐
一
〇
五
頁

（
37
） 

前
掲
「〔
昭
和
23
年
10
月
至
昭
和
24
年
３

月
〕　

部
科
長
会
議
事

録
」
№
121
│

126

（
38
） 

「
告
示
撤
回
を
叫
ぶ
学
生
の
声
〝
中
央
委
〞
撤
回
を
要
求
」（『
早

稲
田
大
学
新
聞
』
第
五
〇
号
、
一
九
四
八
年
一
〇
月
二
五
日
）

（
39
） 

前
掲
「〔
昭
和
23
年
10
月
至
昭
和
24
年
３

月
〕　

部
科
長
会
議
事

録
」
№
85
│

87

（
40
） 

前
掲
「
昭
和
21
年
11
月
起
〔
至
昭
和
24
年
10
月
〕　

部
科
長
会
議

事
録
」
№
192

（
41
） 

前
掲
「〔
昭
和
23
年
10
月
至
昭
和
24
年
３

月
〕　

部
科
長
会
議
事

録
」
№
35
│

36
、
49
│

54

（
42
） 

前
掲
「
昭
和
21
年
11
月
起
〔
至
昭
和
24
年
10
月
〕　

部
科
長
会
議

事
録
」
№
193

（
43
） 

滝
口
宏
「
會
議
録
〔
学
生
生
活
課
会
議
ノ
ー
ト
（
２

）〕　

昭
和
23

年
12
月
？
24
年
12
月
」（「
滝
口
宏
旧
蔵
資
料
」、
早
稲
田
大
学
大
学

史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
一
九
四
九
年
一
月
二
六
日
、
二
月
二
五
日

付

（
44
） 

「
新
制
学
部
は
自
治
会
よ
り
除
外　

問
題
は
ら
む
〝
大
学
の
方

針
〞」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
六
二
号
、一
九
四
九
年
四
月
二
一
日
）

（
45
） 

前
掲
「〔
昭
和
23
年
10
月
至
昭
和
24
年
３

月
〕　

部
科
長
会
議
事

録
」
№
19

（
46
） 

前
掲
「〔
昭
和
23
年
10
月
至
昭
和
24
年
３

月
〕　

部
科
長
会
議
事

録
」
№
3
│

4

（
47
） 

前
掲
「〔
昭
和
23
年
10
月
至
昭
和
24
年
３

月
〕　

部
科
長
会
議
事

録
」
№
６

（
48
） 

前
掲
「〔
昭
和
23
年
10
月
至
昭
和
24
年
３

月
〕　

部
科
長
会
議
事

録
」
№
9
│

10

（
49
） 
前
掲
「〔
昭
和
23
年
10
月
至
昭
和
24
年
３

月
〕　

部
科
長
会
議
事

録
」
№
12

（
50
） 
前
掲
「
昭
和
21
年
11
月
起
〔
至
昭
和
24
年
10
月
〕　

部
科
長
会
議

事
録
」
№
233
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（
51
） 

一
九
四
八
年
一
〇
月
二
〇
日
の
臨
時
部
科
長
会
に
お
け
る
滝
口
学

生
生
活
課
長
報
告
（
前
掲
「〔
昭
和
23
年
10
月
至
昭
和
24
年
３

月
〕　

部
科
長
会
議
事
録
」
№
73
│

74

（
52
） 
「
日
共
全
国
学
細
代
会
議
、
全
国
一
斉
闘
争
に
は
否
定
的
評
価
、

地
域
闘
争
重
視
を
打
ち
出
す
」（「
戦
後
学
生
運
動
史
年
表
」『
資
料

戦
後
学
生
運
動
』
別
巻
、
一
九
七
〇
年
、
二
八
頁
）

（
53
） 

「
教
授
、
学
生
の
提
携
不
足　

反
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
闘
争
処
分
多

数
も
遂
に
粉
砕
」（『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
第
五
八
四
・
五
号
、
一
九

五
六
年
一
一
月
一
三
日
）


